
質問順序 氏 名 質問方式 質 問 日

１ 水　　　本　　　定　　　弘 一 括 ６月２３日

２ 滝　　　口　　　友　　　美 一 括 〃

３ 豊　　　嶋　　　太　　　一 一 括 〃

４ 藤　　　本　　　恵　　　祐 一 括 ６月２６日

５ 清　　　野　　　匡　　　志 一 括 〃

６ 木　　　山　　　耕　　　治 一 括 〃

７ 吉　　　川　　　ひ　か　り 一問一答 〃

８ 岡　　　崎　　　　　　　進 一 括 〃

９ 藤　　　村　　　優　佳　理 一 括 ６月２７日

１０ 長　谷　川　　　由　　　美 一 括 〃

１１ 杉　　　本　　　啓　　　子 一問一答 〃

１２ 阿　　　部　　　英　　　光 一 括 〃

１３ 新　　　倉　　　真　　　二 一 括 〃

１４ 小　　　川　　　裕　　　暉 一 括 ６月２８日

１５ 早　　　川　　　仁　　　美 一問一答 〃

１６ 山　　　﨑　　　広　　　子 一 括 〃

１７ 金　　　田　　　俊　　　信 一 括 ６月２９日

１８ 今　　　井　　　理　　　華 一 括 〃

１９ 山　　　口　　　順　　　平 一 括 〃

一 般 質 問 通 告 一 覧 表



　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨

(1)
総合体育館長期休館の対
応について

・スポーツ施設は生涯スポーツ推進のためには不
可欠なものだが、長期休館が予定されているなか
で、代替施設などについて問う。

(2) 施設の利用時間について
・スポーツができる環境を備えた施設の時間延長
について問う。

(1) 子どもの学びについて
・不確実で予測困難なⅤＵＣＡ時代における学校
教育について問う。

(2) 教員不足の対応について ・学びを取り巻く環境や教員不足について問う。

１
高齢者への支援
について

(1)
本市における「（仮称）
ボランティアポイント」
の取組について

・高齢者の方々がボランティア活動を通じて積極
的に社会参加し、介護予防につなげていただくこ
とを奨励・支援するための取組について、試行的
に導入している地域の成果などを踏まえた今後の
取組を問う。

(1)
高齢者の方々への効果的
な熱中症予防推進につい
て

・気候変動の影響により、国内の熱中症死亡者数
は増加傾向が続いている。高齢者の熱中症に対す
る予防や意識醸成のための取組を問う。

(2)
本市の小・中学校の特別
教室における空調設置の
状況について

・学校における子どもの熱中症を防ぐために、普
通教室だけでなく特別教室における空調設備の整
備が必要と考える。本市の整備状況を問う。

(1)

本市の医療的ケア児及び
その家族に対する支援に
関する法律(医療的ケア児
支援法)への取組について

・医療的ケア児支援法が成立され、法律の理解促
進を目的とした市民への周知・啓発や、法に基づ
いた支援体制の構築に対する本市の見解を伺う。

(2)

県が実施する医療的ケア
児在宅レスパイト事業に
おける本市の取組につい
て

・医療的ケアが必要な方々が安心して地域生活を
維持継続していくためのサービスの拡充に向けた
新たな取組について、本市の見解を伺う。

(3)

これまでの障がい福祉
サービス等地域拠点事業
所配置事業（湘南東部あ
んしんネット）と今後の
取組について

・医療的ケアの方を受け入れる施設として、最近
まで他市で受け皿として行ってきた湘南東部あん
しんネット事業を実施しなくなった理由及び現状
と今後の方針を伺う。

(4)
新たな法整備に向けた今
後の相談体制の進捗状況
について

・法整備に合わせた相談支援の取組と情報収集及
び地域連携の強化に向けた取組と今後の方向性に
ついて伺う。

(5)

医療的ケアが必要な方々
への緊急時の非常電源装
置の導入における進捗状
況について

・医療的ケアへの支援に不可欠な災害時等の非常
用電源装置への取組に対する政策について伺う。

中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

２

水本　定弘

（６月２３日）

一括

１

滝口　友美

（６月２３日）

一括
２

生涯スポーツ推
進のための環境
整備について

１

２

ⅤＵＣＡ（ブー
カ）時代に求め
られる教育と人
材について

熱中症対策の推
進について

３

豊嶋　太一

（６月２３日）

一括

１

重度障がい者が
地域で住み続け
られる取組につ
いて

2



　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1)
新型コロナウイルス感染
症対応関連資料等の保
存、整理について

・本市が作成・保有する新型コロナウイルス感染
症対応関連資料等について、今後の危機管理に生
かす観点から庁内横断的、体系的な保存、整理が
必要と考えるが、その現状及び方針等について問
う。

(2)
五類移行を節目とした中
間総括の必要性について

・五類移行を契機に、本市の新型コロナウイルス
感染症対応全般に関する中間総括及び全庁内、市
民、事業者等との共有が必要と考えるが、本市の
見解を問う。

(1)
開業に向けたスケジュー
ルについて

・事業者選定を踏まえた今後の具体的スケジュー
ルについて問う。

(2)
近隣類似施設等との差異
化及び協業戦略について

・近隣類似商業施設等との差異化及び協業への取
組等について問う。

(3)
魅力ある商材開発等につ
いて

・市内経済・産業活性化につながる商材開発の取
組等について問う。

(4) 障がい者雇用について
・障がい者雇用についての考え方及びその予定等
について問う。

(5)
新たに見えてきた課題と
その対処策について

・今後の重点課題とその対処策について問う。

４

藤本　恵祐

（６月２６日）

一括

１

新型コロナウイ
ルス感染症対応
の中間総括につ
いて

２
道の駅整備事業
について
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1)
良好な生活環境が保全さ
れているまちについて

・地下水へ浸透する農薬の残留濃度測定の必要性
を問う。

(2)
気候変動に対応できるま
ちについて

・リサイクル事業で発生する温室効果ガスの把握
状況を問う。

(3)
環境に配慮した行動を実
践するまちについて

・マイクロプラスチックの問題の原因を問う。
・美化キャンペーンクリーン茅ヶ崎の実施状況の
現状を問う。

(1)
児童生徒に寄り添った教
育環境の充実について

・特別支援学級の整備とインクルーシブ教育推進
の矛盾点を問う。

(2)
家庭教育・幼児期の教育
を支え合う環境の醸成に
ついて

・政策の効果を確認する指標が講座の開催回数
（回）となっているが適切なのかを問う。

３
茅ヶ崎市地域福
祉計画について

(1)
基本目標１「つながる」
について

・援助を必要とされている方を適切な時期に捕捉
されているのかを問う。
・民生委員児童委員の人員は適切であるかの見解
を問う。

(1)
20代未満の自殺率につい
て

・男女ともに全国平均を上回っていることを踏ま
え、基本施策の若年層への普及啓発内容が適切で
あるかを問う。

(2)
自殺とうつ病の関連性に
ついて

・自殺対策にはうつ病誘発要因として経済的視点
が必要ではないか見解を問う。

(3)
男女の自殺率の違いにつ
いて

・常に男性の自殺率が女性の3倍ほどとなってい
るが生物的性差に基づいた対策の必要性を問う。

(1)
新型コロナウイルス感染
症陽性者のマスク着用率
について

・マスク着用における個人の判断基準について問
う。

(2)
新型コロナウイルス感染
症陽性者のワクチン接種
回数について

・ワクチン接種回数と感染防止効果の有効性を問
う。

(3) マスクの着用について
・感染症対策のマスク着用における今後の取り扱
いについて見解を問う。

２
茅ヶ崎市教育基
本計画について

４
いのちを支える
ちがさき自殺対
策計画について

５

清野　匡志

（６月２６日）

一括

１
茅ヶ崎市環境基
本計画について

５
新型コロナウイ
ルス感染症対策
について
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1)
中学校部活動地域移行に
ついて

・令和５年度４月から始まった中学校部活動の段
階的な地域移行について、各地方自治体において
さまざま動きが見られるが、本市の進捗、今後の
方向性について問う。

(2)
2012年に必修化された武
道・ダンスについて

・2012年の学習指導要領の改訂により、ダンスと
武道が必修化されてから10年が経過したが、本市
のこれまでの取組と課題、今後の方針等について
問う。

(3)
総合体育館改修期間の対
応について

・総合体育館の改修に伴う閉鎖期間中の利用者へ
の対応等について、既存スポーツ施設などの有効
活用が重要と考えるが、市の対策、課題等見解を
問う。

(1)
第２次ちがさき自転車プ
ランの進捗等について

・令和６年度を最終年度とする第２次ちがさき自
転車プランの進捗状況、現状や課題、今後の方針
等について問う。

(2)
自転車のルールやマナー
向上について

・自転車安全利用五則が令和４年11月に改訂され
たが、市内における自転車利用者のマナーやルー
ルの遵守について、本市の現状と課題、今後の方
針、抜本的な対策等について問う。

３
グローバル人材
育成について

(1)
本市の英語学習環境につ
いて

・世界でグローバルに活躍する人材を育成するた
めには英語教育の質の向上が必要と考えるが、本
市の英語学習環境について、現状と課題、目標、
ビジョン等について問う。

７
吉川　ひかり
（６月２６日）
一問一答

１
増加する不登校
の児童・生徒へ
の対応について

(1)
ＳＳＷ（スクールソー
シャルワーカー）につい
て

・本市におけるＳＳＷの活用状況について問う。
・今後の取組等について問う。

(1)
介護イメージアップにつ
ながる周知啓発の取組に
ついて

・高齢者介護の重要性、市内介護事業者の実態、
給与面等を市ＨＰ、広報紙等の媒体を用いて発信
していくことが必要である。特に、ＳＮＳは若い
世代に有効な媒体であるため、多様な発信方法を
検討することについて問う。

(2)
人材確保のための介護事
業者等への財政支援につ
いて

・現場が非常に人材不足している中で、保育士応
援策のような制度を導入したり、資格取得への補
助制度の導入について伺う。

(3)
介護人材関連の課題把握
のための事業者の実態調
査について

・介護サービス事業者連絡会があり、管轄の違い
もあるが、市として現状の事業者の状況を把握す
る必要があると考えられるが、どのような進捗状
況か伺う。

(4)

子どもに対して高齢者介
護の仕事の必要性ややり
がいを伝える場を設ける
ことについて

・実体験から学ぶ機会を創出することについて問
う。
・介護福祉士等がＰＲ隊となって出前授業等を
行って啓発活動する取組について問う。

(1)
待機児童状況は発表され
ているが、各施設での保
育士の充足状況について

・保育園の定員はあるものの保育士不足で定員ま
で入れられない状況もあるようだが、どのように
不足の解消を行っていくのか。

(2)
障がいのあるお子さんの
受入れについて

・保育士不足の中で受入れを行うことは可能なの
か。

６

木山　耕治

（６月２６日）

一括

１
スポーツ環境に
ついて

２
自転車のまち、
茅ヶ崎について

８

岡崎　進

（６月２６日）

一括

１
持続可能な地域
福祉について

２
現状の保育園の
運営状況につい
て
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1) 中学校給食実施について
・中学校給食早期実施へ向けた市の考えについて
問う。

(2) 小学校給食について
・現在実施している小学校完全給食における牛乳
の取り扱いについて市の考えを問う。

(3) 一時預かり保育について
・市内の保育施設等の受け入れに係る市の把握状
況及び補助や支援体制について伺う。

(1)
心の健康維持の啓蒙・教
育について

・心の健康に係る講演活動等を行う市民の方など
と一緒に市内の啓発活動等に取り組んではいかが
と考えるが、市の考えを問う。

(2)
心の痛み・悩みの相談を
促す改善策について

・児童生徒の一人一台端末を利用した「こどもＳ
ＯＳ相談フォーム」の導入について、市の考えを
問う。

(3)
心の健康の包括的な体制
づくりについて

・心の安全の学校認証（SPS制度）に関する本市
の取組について問う。

(4) 心の健康の回復について
・市内のメンタルクリニックの充足状況について
問う。

(5)
心の健康の環境改善につ
いて

・市職員の心の健康状態の状況と環境改善等につ
いて問う。

３
まちづくりにつ
いて

(1)
皆が集う「ＰＬＡＺＡ
ｓ」づくりについて

・多様性と包括性に富んだ場所（ＰＬＡＺＡｓ）
の創出に当たって、モデルとしてうみかぜテラス
を活用してはいかがと考えるが市の考えを問う。

(1)
歴史・文化・産物・自然
について

・小・中学生の歴史的、風土的調査研究の成果を
積極的に開示することについて、市はどのような
見解を持っているか問う。
・茅ヶ崎の音楽史を再発見し、その歴史を後世に
残すための市の取組等について問う。

(2) 市民活動について

・社会貢献活動を行う市民団体等を再発見し、そ
のニーズを市内の事業者や各種団体等とマッチン
グできるよう市の体制を整えるべきと考えるが、
市の考えを問う。

(3) 茅ヶ崎ブランドについて

・茅ヶ崎海岸のハマヒルガオなどの海浜植物を
茅ヶ崎特産品として活用することについて、市の
考えを問う。
・ふるさと納税返礼品としてサーフボード置き場
を展開してはいかがか、市の考えを問う。

(4) 観光資源について

・海、砂浜、サイクリングロードを持つ茅ヶ崎海
岸の特徴を再発見し、海岸観光資源として活用す
ることについて、市はどのような見解を持ってい
るか問う。
・歴史ある高南駅伝大会を発展させ、観光の目玉
とすることについて、市の考えを問う。
・４年ぶりに開催する浜降祭の価値を再発見し、
誘客につなげるための環境整備について、現在の
考え方を問う。

９

藤村　優佳理

（６月２７日）

一括

１

子どもを取り巻
く茅ヶ崎市の施
策について

２
心の健康につい
て

４
茅ヶ崎市の再発
見と活用につい
て
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1) 投票時の対応について
・誰もが投票しやすい環境をつくることについて
の捉え方と今後について問う。
・指差しボード活用の発展性について問う。

(2)
選挙公報をはじめとする
広報について

・選挙公報等の配布状況と課題について問う。

(1)
路上喫煙、タバコのポイ
捨て対策について

・きれいなちがさき条例の禁止事項が守られるた
めの対応について問う。

(2)
喫煙場所の設置運営につ
いて

・茅ケ崎駅北口の喫煙所の設置環境の改善につい
て問う。

(3)
サザンビーチをはじめ、
海岸のポイ捨て対策につ
いて

・現状の把握と対策について問う。

(1)
保育園待機児童を解消す
る対策などについて

・保育園待機児童数について、推移と現在の人数
など、市の現状と今度の状況の予測を問う。
・保育園待機児童を解消するための市の対策、そ
の課題等について問う。

(2)
児童クラブ待機児童を解
消する対策などについて

・児童クラブ待機児童数について、推移と現在の
人数など、市の現状と今度の状況の予測を問う。
・児童クラブ待機児童を解消するための市の対策
として、児童クラブだけでなく、小学校ふれあい
プラザなど多角的な居場所づくりが必要になる。
市の対策の現状とその課題等について問う。

(3)
市の待機児童解消対策へ
の予算と優先順位等につ
いて

・共働き世帯や働く女性の増加により、子どもを
安心して預けられる保育所や児童クラブの整備が
必須になっている。当たり前に働けるよう整備を
進め、生活基盤を作ることで経済が活性化するた
め、待機児童対策は、財政、経済政策とも言え
る。具体的に市はどう予算を配分していくのか、
政策としての優先度など考え方を問う。

(1)
第４回自然環境評価調査
について

・予算額とその使い方や調査方法などについて問
う。

(2)

自然環境評価調査を重視
して、特別緑地保全地区
に指定した赤羽根字十三
図について

・どのように活用していくと検討したのか、方向
性や課題点などについて問う。

(1)
本市における犯罪発生状
況及び防犯対策について

・防犯対策の現状及び今後の支援策などについて
問う。
・犯罪情報の見える化及びＥＢＰＭに則った今後
の防犯対策手法などについて問う。

(2)
小・中学校の登下校にお
ける防犯対策について

・登下校中の情報共有及び犯罪リスク回避策など
について問う。

２

地域コミュニ
ティに対する今
後の連携手法に
ついて

(1)
地域コミュニティとの連
携について

・地域コミュニティの情報を市民が手軽に入手す
るため、本市としてどのような支援体制があるか
などについて問う。
・地域コミュニティ活性化のためにＩＣＴツール
を活用することに対する今後の可能性などについ
て問う。

選挙へのアクセ
シビリティー・
近づきやすさを
高めることにつ
いて

１

１０

長谷川　由美

（６月２７日）

一括

２
きれいなちがさ
き条例をいかす
ことについて

１１

杉本　啓子

（６月２７日）

一問一答

１

茅ヶ崎市の待機
児童を解消する
対策などについ
て

２

自然環境評価調
査と特別緑地保
全地区の保全な
どについて

１２

阿部　英光

（６月２７日）

一括

１

犯罪のない安全
で安心して生活
できる茅ヶ崎に
するために
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1)
公共施設における感染症
対策について

・感染症法上の位置づけが変更されたことに伴っ
て感染動向が把握し難くなっているが、感染拡大
の予兆をどう捉えるか問う。
・今後の感染症対策について問う。

(2)
避難所における感染症対
策について

・今後の感染症対策について問う。

(3)
学校における感染症対策
について

・今後の感染症対策について問う。

(1)
北茅ケ崎駅の整備の進捗
について

・北茅ケ崎駅構内の各種整備の進捗状況等につい
て問う。

(2)
北茅ケ崎駅周辺の整備に
ついて

・北茅ケ崎駅周辺の各種整備の状況や市の考え方
等について問う。

２

困ったときにい
つでも相談でき
る福祉の相談体
制について

(1)
いつでもだれでも相談で
きる体制構築について

・高齢者や障がい者、子どもなどの対象の区別の
ない福祉に係る相談を24時間365日受付できる体
制を構築すべきと考えるが、市の考えを問う。

(1)
本市の子ども・若者の現
状について

・コロナ禍の中、子ども・若者の不安は高まり状
況は深刻化している。本市の子ども・若者の現状
について伺う。

(2)
本市の若者支援の現状に
ついて

・子ども・若者の現状を踏まえ、本市ではどのよ
うに子ども・若者の支援をしているかを伺う。

(3) 今後の対策について
・子ども・若者自身が気軽に相談できる体制づく
りや、居場所づくりが求められている。本市の今
後の対策について伺う。

(1)
不登校児童生徒の支援の
充実について

・文部科学省が「不登校児童生徒への支援に対す
る基本的な考え方」を令和元年10月に発出し、
「学校に登校する」という結果のみを目標とせ
ず、学校教育の意義、不登校児童生徒への働きか
け、家庭への支援等の適切な対応が求められた
が、その取組について問う。

(2)
不登校児童生徒が安心し
て教育を受けられる環境
について

・不登校児童生徒に対する多様な教育機会の確保
として安心して教育を受けられる環境についての
取組を問う。

(3)
誰一人取り残されない学
びの保障に向けた不登校
対策について

・文部科学省が令和５年３月に誰一人取り残され
ない学びの保障を社会全体で実現する「ＣＯＣＯ
ＬＯプラン」を発表したが、本市の見解を問う。

(1)
ごみの有料化の効果検証
について

・ごみの排出抑制と受益者負担の適正化等のため
有料化を実施したが、その効果検証についてを問
う。

(2)
ごみの有料化の課題の見
直しについて

・有料化の開始から１年が過ぎたが、課題の見直
しについてを問う。

(3)
アンケート調査の市民の
ニーズについて

・有料化・戸別収集アンケート調査を受けて市民
のニーズについてを問う。

(4)
アンケートを受けての今
後の方向性について

・戸別収集等についてのメリット、デメリットと
持続可能な収集体制を問う。

１４

小川　裕暉

（６月２８日）

一括

１
北茅ケ崎駅の整
備について

２
ごみ有料化の検
証と今後の取組
について

１６

山﨑　広子

（６月２８日）

一括

１
不登校児童生徒
への支援につい
て

１３

新倉　真二

（６月２７日）

一括

１
感染症対策につ
いて

１５

早川　仁美

（６月２８日）

一問一答

１
子ども・若者支
援の現状と対策
について
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1)
本市の対応全般に対する
現時点での評価について

・茅ヶ崎市新型インフルエンザ等対策行動計画に
基づいて対応したことについて、発生した問題点
の有無を問う。
・茅ヶ崎市新型インフルエンザ等対策行動計画を
改定することの要否について見解を問う。

(2)
保健所行政において、得
られた教訓と今後の課題
について

・対応全般に対する評価を問う。
・今後の新型コロナウイルス感染症に係る対応方
針を問う。

(3)

市民・事業者への経済的
支援において、得られた
教訓と今後の課題につい
て

・施策の選択に当たって重視した観点と施策の効
果への現時点での評価を問う。
・今後、新規感染症等の市民と事業者に多大な経
済的影響を与える状況が発生した場合に備えて、
今回の事例からどのような教訓を引き出したのか
を問う。

(4)

市民への情報発信と市民
からの問い合わせ等への
対応において、得られた
教訓と今後の課題につい
て

・デジタル・デバイドに該当する市民への情報発
信について、評価を問う。
・今後、速報性等を維持しつつ、より幅広い市民
に情報提供していくことについて見解を問う。
・市民からの問い合わせの特徴と件数、市民への
対応への評価を問う。
・今後、新規感染症等の市民からの問い合わせが
著しく増加することの対応について、今回の事例
からどのような教訓を引き出したのかを問う。

(1)
今後の市営住宅に対する
本市の方針について

・市営住宅の供給数に対する考え方について問
う。

(2)
市営住宅の抽選倍率に関
する今後の見直しと課題
意識について

・入居を希望する市民からの、一人でも多く入居
できるようにしてほしいとの声に対する見解を問
う。
・入居に当たっての抽選倍率は可能な限り１．０
倍に近づけることを理想とすべきと考えるが見解
を問う。

１７

金田　俊信

（６月２９日）

一括

１
新型コロナウイ
ルス感染症対策
について

２
市営住宅につい
て
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　一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨中項目大項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)

(1) 本市の現状について
・人数、年齢構成など、本市の把握状況を問う。
・支援の必要性について見解を問う。

(2)
これまで行ってきた具体
的施策と、そこから得ら
れた課題意識について

・本市において、これまで実施された具体的な施
策を問う。
・これまでの取組で得られた成果及び課題意識を
問う。

(3)
今後の方針と具体的施策
について

・今後の支援の在り方について、当事者ニーズの
把握及び具体的に実施すべき施策を問う。
・当事者への対応について留意すべき点を問う。

(1)
育児休業取得率及び休業
期間などの現状について

・本市職員の働き方改革において育児休暇取得向
上がどのような意義を有するのかについて見解を
問う。
・育児休暇取得可能な市職員の内、実際に取得を
希望している職員の比率を問う。
・取得希望者が休業時期や期間などについて、そ
の希望通りに取得できているかを問う。
・育児休業取得に対する阻害要因の有無について
見解を問う。

(2)
取得率向上などへの今後
の取組について

・育児休業取得率向上に向けて今後の課題と具体
的な対策を問う。

１

市内における交
通渋滞解消のた
めの政策につい
て

(1)
渋滞による損失の見解に
ついて

・市内の渋滞における数値化等による損失把握状
況を問う。
・次の路線ごとの渋滞状況の把握と解決策を問
う。
①ツインウェイヴから茅ケ崎駅南口ロータリー
②鳥井戸橋交差点南北方向
③本村交差点南北方向
④東海岸北5丁目交差点南北方向
⑤松風台入口交差点南北方向
⑥赤羽根交差点南北方向
⑦浜見平交番前交差点南北方向

２
茅ヶ崎市におけ
るバリアフリー
政策について

(1)
サザンビーチにおける取
組について

・初のバリアフリービーチについて取組の要点を
問う。
・ビーチにおける心のバリアフリー実施計画を問
う。
・海水浴場各関係者による今後の改善点の意見集
約と補助施策を問う。
・海水浴期間外の取組を含めたバリアフリー政策
の展望を問う。

１９

山口　順平

（６月２９日）

一括

１８

今井　理華

（６月２９日）

一括

１
いわゆる虐待サ
バイバーに対す
る支援について

２
本市職員の育児
休業取得状況に
ついて
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